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裏面「大阪府小学生『すくすくテスト』に不参加を」 

な
ど
、
学
校
現
場
の
大
変
な
様
子

が
語
ら
れ
ま
し
た
。 

こ
の
よ
う
な
状
況
を
変
え
る
に

は
、
少
人
数
学
級
の
実
現
し
か
な

い
と
い
う
こ
と
で
、
教
育
全
国
署

名
へ
の
積
極
的
な
取
り
組
み
を
参

加
者
全
員
で
確
認
し
ま
し
た
。 

コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
、
な
か
な
か

集
ま
る
こ
と
は
難
し
い
で
す
が
、

集
ま
っ
て
話
す
こ
と
が
大
切
で
あ

る
こ
と
を
改
め
て
感
じ
た
会
議
で

し
た
。 

  

出
し
た
り
す
る
子
ど
も
が
増
え

て
い
る
。
」「
内
容
を
縮
小
さ
れ

た
運
動
会
で
は
、
取
り
組
み
が

難
し
い
。
」「
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業

に
向
け
て
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
研

修
が
次
か
ら
次
へ
入
っ
て
来
る

が
、
そ
れ
よ
り
教
材
研
究
の
時

間
が
欲
し
い
。
」
「
と
に
か
く
人

が
足
り
て
い
な
い
。
軽
減
な
し

は
苦
し
い
。
」「
土
曜
授
業
の
振

替
は
一
体
い
つ
取
れ
る
の
か
。
」

 

 

 

  

 

 

枚
方
市
議
会
で 

意
見
書
採
択
！ 

９
月
２
３
日(

水)

の
枚
方
市
議
会

で｢

少
人
数
学
級
編
成
の
実
現
を
求

め
る
意
見
書｣

が
全
会
一
致
で
採
択

さ
れ
ま
し
た
。
今
ま
で
も
提
出
さ
れ

て
い
ま
し
た
が
、
議
会
で
の
賛
同
が

た
り
ず
、
採
択
に
至
っ
て
い
ま
せ
ん

で
し
た
。 

し
か
し
、
今
回
は
す
べ
て
の
会
派

が
賛
成
し
、
全
会
一
致
で
の
採
択
と

な
り
ま
し
た
。 

感
染
の
中
で
も
安
心
で
き
る
少

人
数
学
級
に
注
目
が
集
ま
り
、
分
散

登
校
の
少
人
数
で
の
落
ち
着
い
た

子
ど
も
達
の
様
子
も
実
感
さ
れ
て
、

実
現
の
た
め
の
動
き
が
地
方
議
会

か
ら
も
広
が
っ
て
い
ま
す
。 
 

「３
０
人
学
級
」導
入
、
具
体
的

な
試
算
、
予
算
要
求
へ 

９
月
２
４
日
に
は
自
民
党
の
教

育
再
生
実
行
本
部
は
「
３
０
人
学
級

導
入
」
の
提
言
を
文
部
科
学
省
に
申

し
入
れ
、
学
級
定
員
の
法
改
正
と
、

来
年
度
予
算
に
盛
り
込
む
こ
と
を

要
請
し
ま
し
た
。 
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少
人
数
学
級
実
現
へ
、
「教
育
全
国
署
名
」広
げ
よ
う 

文
部
科
学
省
も
「
３
０
人
学
級
」

を
念
頭
に
来
年
度
予
算
に
盛
り
込

む
こ
と
を
決
め
、
実
現
の
た
め
８
～

９
万
人
の
教
員
増
が
必
要
と
の
試

算
を
示
し
て
い
ま
す
。 

公
明
党
も
、
３
０
人
学
級
導
入
を

求
め
る
決
議
決
め
て
お
り
、
与
党
側

か
ら
も
文
科
省
も
か
つ
て
な
い
ス

ケ
ー
ル
で
、
実
現
に
向
け
具
体
的
な

動
き
が
進
ん
で
い
ま
す
。 

実
現
ま
で
、
あ
と
少
し
の
と
こ
ろ

ま
で
や
っ
て
き
て
い
ま
す 

全
国
教
育
署
名
を
広
げ
、

今
度
こ
そ
実
現
を 

 

今
後
、
正
式
に
来
年
度
予
算
に
盛

り
込
ま
れ
る
こ
と
が
焦
点
に
な
り

ま
す
。
財
源
を
巡
り
政
府
内
で
も
反

対
論
も
あ
る
一
方
、
萩
生
田
文
科
大

臣
が
菅
首
相
の
「
ぜ
ひ
す
す
め
て
く

れ
」
と
の
や
り
と
り
を
紹
介
し
て
い

ま
す
。 

実
現
に
向
け
て
、
国
民
的
な
大
き

な
世
論
の
広
が
り
が
カ
ギ
を
握
り

ま
す
。 

３
０
年
以
上
に
わ
た
り
枚
方
教

組
が
保
護
者
、
市
民
団
体
と
取
り
組

ん
で
き
た
、「
教
育
全
国
署
名
」
も

 

今
年
は
「
２
０
人
学
級
実
現
」
を

中
心
に
か
か
げ
て
い
ま
す
。 

 

署
名
を
大
き
く
広
げ
、
保
護

者
や
市
民
、
職
場
の
す
べ
て
の
教

職
員
の
力
を
合
わ
せ
て
、
今
度
こ

そ
実
現
さ
せ
ま
し
ょ
う
。 

小
学
校
は
運
動
会
練
習
、
中

学
校
は
修
学
旅
行
な
ど
忙
し

い
中
で
し
た
が
、
久
し
ぶ
り
の

会
議
を
交
流
も
兼
ね
て
金
曜

日
に
設
定
し
ま
し
た
。 

「
大
幅
に
減
ら
さ
れ
た
夏

休
み
が
終
わ
り
、
２
学
期
が
始

ま
っ
た
が
、
水
曜
日
の
６
時
間

授
業
や
７
時
間
授
業
が
増
え
、

体
調
不
良
を
訴
え
て
不
登
校

に
な
っ
た
り
、
教
室
か
ら
飛
び

９
／

18
分
会
長
会
議
で
職
場
交
流 

枚
方
市
議
会
、
全
会
一
致
で
意
見
書
採
択 

文
科
省
、
３
０
人
学
級
の
「
試
算
」
、
予
算
要
求
へ  

９月１８日「教育のつどい大阪 ２０２０」では、「子ど

もたちの心を開く 物語の教室」というテーマで寮美千子さ

んによる講演が行われました。 

寮美千子さんは、奈良少年刑務所で 10 代 20 代の若者に

「社会性涵養プログラム」の一環として、詩や童話の読みあ

いなどを行ってこられました。 

「元の生活に戻った時に、生活できるようにしたい。人権

を守りたい。」という思いを持って取り組んでいたそうです。 

講演を聞いていて印象に残ったのは、「自己表現・感情を

出すことが大切」という言葉です。 

どんな人にも根本には優しさがある。だから本来の自分で

よく、あなたがあなたらしく生きればいいと感じることが大

切だと伝えていました。その人の悲しみ・苦しみなどありの

ままを受け止めてあげられるようになってほしいとおっし

ゃっていました。 

今の子どもたちもいろんな不安の中で必死に生きている

と思います。いろんな思いがある中で、考えながら生きてい

ます。だからこそ、その子どもたちがありのままを出せるよ

うな空気を作っていきたいと思いました。 

 

み
ん
な
で
あ
つ
ま
っ
て
、
直
接
し
ゃ
べ
り
た
い 

授
業
・
行
事
ど
う
し
た
ら
い
い
？ 

多
忙
化
な
ん
と
か
で
き
な
い

か
？ 


